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男女共同参画 特集

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら

　
私
た
ち
は
、
普
段
の
暮
ら
し
の

中
で
何
気
な
く
、「
男
性
だ
か
ら

…
」「
女
性
な
の
で
…
」
な
ど
と

性
別
に
よ
る
役
割
を
決
め
つ
け
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
に
は
、
長
ら
く
「
一
般
的

な
家
庭
」
と
し
て
の
固
定
化
さ
れ

た
家
族
像
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
家
事
や
子
育
て
は
女
性
の

　
１
９
９
９
年
６
月
に
男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
制
定
施
行
さ
れ
て

か
ら
、
毎
年
６
月
を
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
た
め
に
は
性
別

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
男
女
が
協
力
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
得
意
な
こ
と
は
得
意
な
人
が
、
苦
手
な
こ
と
は
お
互

い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
み
ん
な
が
輝
け
る
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
普
段
の
生
活
を
振
り
返
り
、
意
識
を
変
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。
皆
さ
ん
も
今
、

性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、
走
り
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

仕
事
、
外
で
働
く
の
は
男
性
の
役

割
な
ど
、
私
た
ち
の
意
識
の
中
に

「
そ
れ
が
当
た
り
前
」
と
い
う
性

で
固
定
化
さ
れ
た
役
割
分
担
が
潜

在
し
、
時
に
、
個
人
の
能
力
や
適

性
、
希
望
、
意
欲
な
ど
を
阻
害
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

払
拭
し
て
、
誰
も
が
あ
ら
ゆ
る
選

択
と
活
動
の
で
き
る
社
会
が「
男

女
共
同
参
画
社
会
」で
す
。

　
今
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
日
々
変
化
し
、
一
人
ひ
と
り
の

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
伴

い
、
若
者
を
中
心
に
性
別
固
定
的

役
割
分
担
意
識
も
少
し
ず
つ
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と

い
う
考
え
が
家
庭
や
職
場
や
地
域

の
中
に
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ら
し
さ
と
は
…

　
男
女
共
同
参
画
は
、
男
性
と
女

性
が
全
く
同
じ
と
い
う
考
え
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
男
ら
し

さ
」
や
「
女
ら
し
さ
」
を
否
定
す

る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
男

性
と
女
性
に
少
し
差
が
で
き
ま
し

た
。

　
例
え
ば
一
般
的
に
、

☆
女
性
の
方
が
長
生
き

☆
腕
力
は
男
性
の
方
が
強
い

☆
女
性
の
方
が
手
足
が
小
さ
い

☆
男
性
の
方
が
背
が
高
い

こ
の
よ
う
な
「
性
差
」
は
誰
も
が

認
め
ま
す
が
、

☆
長
男
が
家
を
継
ぐ
も
の

☆
財
産
は
男
性
名
義
が
普
通

☆
男
は
家
の
大
黒
柱

☆
子
育
て
や
介
護
は
女
性

な
ど
は
不
適
切
な
性
差
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
考
え
を
な
く
す
こ
と

で
、
よ
り
快
適
な
家
庭
生
活
や
職

場
環
境
が
つ
く
ら
れ
、
誰
も
が

「
自
分
ら
し
さ
」「
そ
の
人
ら
し

さ
」
を
発
揮
で
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の 

　
　
　
近
年
の
あ
ゆ
み

　
急
激
な
人
口
減
少
へ
の
対
応
が

全
国
的
な
課
題
と
な
る
中
、
労
働

力
や
多
様
な
人
材
の
確
保
を
図
る

た
め
、
国
に
お
い
て
は
、「
女
性

の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推

進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推

進
法
）」
の
制
定
や
、「
第
４
次
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
お
い

て
男
性
中
心
型
労
働
慣
行
等
の
見

直
し
に
取
り
組
む
こ
と
を
盛
り
込

む
な
ど
、『
一
億
総
活
躍
社
会
』

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
県
に
お
い
て
は
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
開
業
等
に
伴
う
交
通
ア

ク
セ
ス
の
強
化
に
よ
り
、
新
た
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
度
「
第
４
次
山

梨
県
男
女
共
同
参
画
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
す
べ
て
の
男
女
が
共
に

暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
へ
向

け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

韮
崎
市
に
お
い
て
も
、「
韮
崎

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
平
成
25
年

３
月
に
「
第
２
次
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
」
を
策
定
し
、「
男
女

が
互
い
に
協
働
す
る
ま
ち
・
韮

崎
」
を
目
標
と
し
た
具
体
的
な
施

策
の
方
向
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
韮
崎
の
実
現
の

た
め
、
市
民
協
働
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

「
走
り
だ
せ
、

  
　
性
別
の
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
、
今
」
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あ
な
た
の 

　
　
男
女
共
同
参
画
度
は
？

　
下
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、
あ

な
た
自
身
の
男
女
共
同
参
画
度
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
そ
う
思
う
」か「
そ
う
は
思
わ

な
い
」の
ど
ち
ら
か
に
○
を
つ
け

て
点
数
を
計
算
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。得
点
の
高
い
方
は
、
男
女
共

同
参
画
の
意
識
が
高
い
方
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
考
え

方
や
行
動
を
、
子
ど
も
た
ち
や
近

隣
の
人
に
も
広
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
得
点
の
低
い
方
は
、

普
段
か
ら
性
別
に
よ
る
役
割
分
担

へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
、
ほ
ん
の
少

し
、
考
え
方
や
行
動
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

誰
し
も
が
家
庭
や
地
域
な
ど

様
々
な
場
所
で
、
い
ろ
い
ろ
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に

納
得
し
た
う
え
で
の
役
割
分
担
な

ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
性
別
に

よ
り
役
割
を
分
担
し
て
い
く
こ

と
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。「
男

（
女
）だ
か
ら
…
」「
今
ま
で
そ
う

で
あ
っ
た
か
ら
…
」
な
ど
性
や
慣

習
で
決
め
つ
け
た
役
割
は
な
く

し
、
す
べ
て
の
人
が
活
躍
で
き
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

男女共同参画度チェックリスト

チェック項目
回答がケースバイケースや「分からない」場合はパスしてください

どちらかに〇（点数）
そう思う そうは思わない

1 家を継ぐのは長男でなくてもよい 1 0
2 夫婦共働きの場合、早く帰宅した方が家事をするのがよい 1 0
3 「おい」とか「あなた」と呼ぶよりも、互いに名前を呼び合うのがよい 1 0
4 親しい知人が、異性として生きたいと言ったら反対する 0 1
5 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考えに賛成である 0 1
6 デートの費用は男性が多く負担するのがよい 0 1
7 看護師の仕事は、男性よりも女性に適している 0 1
8 自治会長は、男女の別なく務めることができる 1 0
9 来客へのお茶出しは、女性に任せた方がよい 0 1
10 親の介護は、夫より妻がメインで行った方がよい 0 1
11 「男子厨房に入らず」に賛成である 0 1
12 女性の上司は、抵抗がある 0 1
13 子どもの担任の先生との連絡は母親の役割である 0 1
14 女の子の就職は、できるだけ地元が望ましい 0 1
15 地域内の重要な会議には、男性が出席する方がよい 0 1
16 地域内の会議は、女性が発言しやすいように変える必要がある 1 0
17 子どもの進路については、本人の意思を尊重するのがよい 1 0
18 女性の幸せは、結婚をして子どもを産むことである 0 1
19 男女共同参画社会は、女性が優遇される社会である 0 1
20 「男らしさ」や「女らしさ」はあってもいい 1 0

小　　　　　計

総　　合　　計 　　　　　　/20
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　平成11年6月に国が制定・施行した男女共同参画基本法から19年が経過しました。
　そこに示された「家庭や地域や職場の中で、男女が互いの人権を尊重しながら、共に新たな価値を創
造し、あらゆる分野でそれぞれの能力を最大に発揮して、共に責任を負う社会の実現を目指す」理念の
もと、韮崎市は平成14年3月に第1次計画、平成25年3月に第2次計画を策定し、その理念に基づい
た男女共同参画社会の形成を目指してきました。しかしながら、「男女共同参画」という言葉自体と、
その理念や目的に理解しにくい一面があり、推進委員の活動テーマもスローガンにとどまる状況もあり
ました。そこで東日本大震災直後の平成24年度に韮崎市では、共同から協働への転換を図り、「男女が
互いに認め合い、協働するまち・にらさき」を主テーマに取り組んでいます。具体的には、推進委員が
私たちの足元にある様々な課題をとらえ、まずはそれらに関する地域社会や生活の中の実態を把握し、
整理して、先進事例なども参考に対策案を考察し、2年に一度、結果を市長に提言します。これまで
「防災・減災」、「景観」をそれぞれ2カ年取り組み、平成28年度から「環境」の中の「ゴミ減量」に
ついて活動してきました。そして平成30年度からは新たに「災害時における地域の助け合い（家庭内
や地域内にいる避難行動が困難な人を、その時、どう支援できるか）」をテーマに取り組みます。
　今後も、私たち韮崎市男女共同参画推進委員会は、多くの市民の皆さまと共に考え、行動することを
目指します。

▶
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て
の
寸
劇

　
韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
は
、
韮
崎
３
名
、
韮
崎
外
各

町
２
名
、
市
推
薦
２
名
の
計
25
名

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

任
期
は
原
則
２
年
で
、
毎
年
、
委

員
の
半
数
が
交
替
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

委
員
会
は
毎
月
定
例
開
催
さ

れ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
学
習
や
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
に
一
度
の
「
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
委
員
会
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
最
大
の
事
業

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

活
動
２
年
目
の
年
度
末
に
は
市
長

に
『
韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進

施
策
へ
の
提
言
書
』
を
出
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
も
３
月
26
日
に
「
ゴ

ミ
減
量
」
に
関
す
る
政
策
を
ふ
ま

え
た
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
韮
崎
市
男
女
共
同
参

画
推
進
計
画
に
基
づ
い
た
活
動
を

楽
し
く
、
活
発
に
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▶
市
長
へ
の
提
言
書
提
出

【
特
集
記
事
の
監
修
】
市
男
女
共
同
参
画
策
定
・
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
向
山
　
建
生 

氏

男女で協働するまちづくりを目指して
～韮崎市男女共同参画推進委員会の取り組み～

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
推
進
委
員
会

委
員
長
平
賀 

髙
茂
さ
ん

① 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
本
的
学
習

② 

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
グ
ル
ー
プ
活
動

③ 

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
の
開
催

④ 

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

⑤ 

活
動
の
成
果
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画
政
策
に

　

 

生
か
す
よ
う
市
長
に
提
言

平
成
29
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容（
実
績
）

「
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

テ
ー
マ
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